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メ. 4 區ダ 



我々 を 余興の 席へ 案内した。 宴会の プログラムの 最初 

に 置かれた もの を 余興と 称しても、 今 は 誰も 怪ま ぬよ 

うにな つ ている ので ある。 

余興の 席 は 廊下 伝いに 往く 別室であった。 正面に は 

ぎょう そ う 

秋水が 著 座して いる。 雑誌の 肖像で 見た 通りの 形 装 

きわめ くちびる 

である。 顔 は 極て 白く、 脣 は 極て 赤い。 どうも 薄 

しぼり 

化粧 をして いるら しい。 それと 並んで 絞の 湯 帷子 を 

著た、 五十 歳 位に 見える 婆あさん が 三味線 を 抱えて 控 

えてい る。 

浪花節が 始まった。 一同 謹んで 拝聴す る。 私 も 隅の 

方に 小さくな つて 拝聴す る。 信 W のない 私に は、 どう 



思想 も 己の 思想で ある。 天下に 一 人の それ を 理解して 

くれる 人が なくたって、 己 は それに 安んじなくて はな 

てんぜん 

ら ない。 それに 安んじて 恬然と していなくて はなら な 

い。 それが 出来ぬ としたら、 己 はどうな るだろう。 独 

はんもん ぶ 

りで 煩悶す るか。 そして 発狂す るか。 額 を 石 壁に 打ち 

附 ける ように、 人に 向かって 説く か。 救世軍の 伝道者 

つじ ようち 

のように 辻に 立って 叫ぶ か。 馬鹿な。 己 は幼穉 だ。 己 

に はなん の 修養 もない。 己 は あの 床の間の 前にす わつ 

て、 愉快に 酒 を 飲んで いる。 真率な、 無邪気な、 そし 

て 公々 然と その 愛する ところの もの を 愛し、 知行 一致 

はるか 

の 境界に did している 人に は、 迥に 劣って いる。 己 は 
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